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市
民
の
み
な
さ
ん
の
切
実
な
願
い
実
現
に

向
け
た
ね
ば
り
強
い
運
動
、
そ
れ
と
し
っ
か

り
結
び
つ
い
た
日
本
共
産
党
議
員
団
の
論
戦

と
活
動
が
、
市
政
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　
京
都
市
は
、
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料

の
引
き
下
げ
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
中

学
校
卒
業
ま
で
の
拡
充
、
小
学
校
給
食
の
ア

ル
マ
イ
ト
食
器
の
改
善
を
発
表
し
ま
し
た
。

地
下
鉄
烏
丸
線
の
可
動
式
ホ
ー
ム
柵
も
烏
丸

御
池
駅
に
続
き
、
四
条
駅
、
京
都
駅
に
設
置

さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
2
0
1
5
年
は
門
川
市
長
2
期
目

と
「
京み

や
こプ

ラ
ン
」
実
施
計
画
の
最
終
年
度
。

「
総
仕
上
げ
」
と
ば
か
り
、
国
の
社
会
保
障

解
体
路
線
そ
の
ま
ま
に
、
市
民
負
担
増
、
職

員
削
減
、
民
間
移
管
な
ど
自
治
体
の
役
割
投

げ
捨
て
を
加
速
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
京
プ
ラ
ン
」
に
賛
成
し
、
推
進
し
て
き
た

自
民
、
民
主
･
都
み
ら
い
、
公
明
、
京
都
党

の
責
任
は
重
大
で
す
。

　
日
本
共
産
党
議
員
団
は
今
後
と
も
、
み
な

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
暴
走
政
治
を
ス
ト
ッ

プ
し
、
市
政
を
動
か
す
た
め
、
全
力
を
あ
げ

ま
す
。

これからも、市民と力を合わせ
暴走政治ストップ、願い実現へ。

₂ 月 ₆ 日　市役所前で「敬老乗車証を守れ」と訴え、署名を提出
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高
す
ぎ
る
国
保
料
の
１
人
あ
た
り
平
均
２
５
３
２
円

の
引
き
下
げ
は
、
市
民
の
運
動
と
党
議
員
団
の
議
会

論
戦
の
成
果
で
す
。
引
き
続
き
、「
払
え
る
保
険
料
」

へ
、
１
世
帯
１
万
円
以
上
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
と
と

も
に
、
国
保
料
の
引
き
上
げ
に
つ
な
が
る
「
国
保
の
都

道
府
県
単
位
化
」
の
中
止
を
求
め
ま
す
。

　
京
都
市
は
、
乗
る
た
び
に
1
0
0
円
程
度
払
う
仕
組
み
に

改
悪
す
る
方
針
で
す
。「
市
民
の
宝
」・
敬
老
乗
車
証
を
守
れ

と
市
民
の
運
動
が
大
き
く
広
が
り
、
2
0
1
5
年
度
は
現
行

の
ま
ま
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、
対
象
が
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
通
院
の
自
己
負
担
（
上
限
３
０
０
０
円
）
は
現
状
の
ま
ま
。
通
院
も
中
学
校

卒
業
ま
で
無
料
に
す
べ
き
で
す
。

　
昨
年
12
月
に
烏
丸
御
池
駅
に
可
動
式
ホ
ー
ム
柵
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
1
5
年
度
は
四
条
駅
・
京

都
駅
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
党
議
員
団
は
、
引
き
続
き

全
駅
で
の
設
置
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
給
食
の
食
器
が
４
月
か
ら
３
ヵ
年
で
ア
ル
マ

イ
ト
食
器
か
ら
Ｐ
Ｅ
Ｎ
食
器
（
陶
器
に
近
い
樹
脂
製
の

も
の
）
に
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長
年
の

市
民
の
運
動
と
議
員
団
の
議
会
論
戦
の
二
人
三
脚
が
京

都
市
教
委
の
重
い
腰
を
動
か
し
た
も
の
で
す
。

◦ 

同
時
入
所
を
問
わ
ず
、
₃
人
目
以
降
の
保
育
料
が
無
料
に

学
童
保
育
は
小
学
校
₆
年
生
ま
で
拡
充

◦
消
防
団
員
の
報
酬
制
度
が
創
設
さ
れ
る

◦ 

土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
学
区
で

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
全
戸
配
布

高
す
ぎ
る

国
民
健
康
保
険
料
の

引
き
下
げ
が
実
現

敬
老
乗
車
証
の

見
直
し
・
改
悪
を
許
さ
ず

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

中
学
校
卒
業
ま
で
対
象
が
拡
大

地
下
鉄
烏
丸
線
へ
の

可
動
式
ホ
ー
ム
柵
が

実
現

学
校
給
食
の

ア
ル
マ
イ
ト
食
器
が

Ｐ
Ｅ
Ｎ
食
器
に

市民と力を 合わせ 市民の要求が実現2015年度
京都市予算案

２月３日　「いのちの署名」を京都市に提出

烏丸御池駅の可動式ホーム柵

ＰＥＮ食器

２月６日　市役所周辺をデモ行進

他にも
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● 

上
下
水
道
料
金
、
市
バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃
、
保
育
料
な
ど
の

値
上
げ

●
市
立
看
護
短
期
大
学
の
廃
止

● 
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
附
属
病
院
の

廃
止

● 

洛
西
ふ
れ
あ
い
の
里
保
養
研
修
セ
ン
タ
ー

の
廃
止

●
公
立
保
育
所
な
ど
の
廃
止
・
民
間
移
管 

な
ど

● 

老
人
医
療
費
支
給
制
度
を
見
直

し
、
₆₅
～
₆₉
歳
の
低
所
得
者
の

医
療
費
負
担
が
１
割
か
ら
₂
割

に
引
き
上
げ
に
。
制
度
対
象
者

も
縮
小
。
新
た
な
市
民
の
負
担
増
は
約
₆
億
円
。

● 

介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
で
施
設
の
経
営
に
大
き
な
打
撃
を
与

え
、
介
護
保
険
料
︵
基
準
額
︶
は
月
₆
₄
₀
円
の
引
き
上
げ

に
。

● 

市
職
員
を
₁
₅
₀
人
削
減
し
、「
財
政
効
果
は
₁₂
億
円
」
と

自
慢
。
₈
年
間
で
約
₃
千
人
の
市
職
員
を
削
減
。
し
わ
寄
せ

は
市
民
に
。

● 

京
北
ふ
る
さ
と
公
社
の
運
営
費
補
助
を
ゼ
ロ
に
、
休
日
急
病

歯
科
南
部
診
療
所
を
二
条
駅
前
に
統
合
、
な
ど
₁
₉
₆
事
業

を
廃
止
・
見
直
し
。

　北山議員は、３人目以降の保育料の無料、橋りょ
う等の防災・老朽化対策などを盛り込んだ補正予算
に賛成するとの立場を表明した上で、①「地方創
生」は、公共施設やサービスを「拠点」に統合し、
住民サービスと周辺部を切り捨てるもの、②臨時財
政対策債はあくまで借金であり、交付税の全額確保
に努力すべき、③高速道路未着工３路線の検証費
（18万円）の繰越明許は計画中止の結論を先延ばし
するもの、と補正予算の問題点を指摘しました。
　また、プレミアム商品券・サービス券について
は、消費喚起、商店街と中小企業振興、子育て支援
など、当初の目的に沿った制度設計と運用が図られ
るよう求め、国からの交付金の活用にあたっては、
「住宅リフォーム助成」への活用等を検討すべきと
指摘しました。

2015年度京都市予算案 くらし破壊 の「京
みやこ

プラン」は撤回を

市
民
生
活
と
自
治
体
を

こ
わ
し
て
き
た「
京
プ
ラ
ン
」

国
の
社
会
保
障
解
体
を
、

そ
の
ま
ま
京
都
市
に
持
ち
込
む

職
員
の
削
減
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て

２月補正予算に
ついて
北山ただお議員が賛成討論
  （２月27日）

さらに これまで新年度で



代表質問
2 月 26 日月市会 本会議2

67

山中　渡 議員

山中渡議員は、２月26日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

負
担
増
、自
治
体
の
役
割
放
棄
の「
京み

や
こ

プ
ラ
ン
」中
止
を

中
小
零
細
企
業
の
営
業
と
若
者
の
雇
用
を
守
れ

高
齢
者
・
弱
者
を
狙
い
撃
ち
、

市
民
を
守
る
不
可
欠
の
業
務
を

切
り
捨
て
る「
京
プ
ラ
ン
」

　
京
都
市
は
、
2
0
1
5
年
度
を
「
京
プ
ラ

ン
」
実
施
計
画
の
総
仕
上
げ
の
年
と
し
て
、
政

策
と
一
体
に
徹
底
し
た
行
革
を
推
進
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

　
山
中
議
員
は
、
高
齢
者
の
命
綱
で
あ
る
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
料
金
引
き
上
げ
、
65
歳

以
上
の
市
民
の
個
人
府
市
民
税
軽
減
措
置
の
廃

止
な
ど
、
高
齢
者
や
生
活
弱
者
を
対
象
に
ス
タ

ー
ト
し
た
こ
と
に
「
京
プ
ラ
ン
」
実
施
計
画
の

特
徴
が
あ
る
と
指
摘
し
、
市
民
生
活
へ
の
影
響

に
つ
い
て
市
長
の
認
識
を
問
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
立
看
護
短
期
大
学
の
廃
止
、
洛
西

ふ
れ
あ
い
の
里
保
養
研
修
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
、

京
都
市
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
附
属
病
院
の
廃
止
、
公
立
保
育
所
の
廃

止
と
民
間
移
管
な
ど
、
市
民
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
ま

で
も
、
次
々
と
廃
止
・
民
間
移
管
し
、
ご
み
収

集
業
務
の
さ
ら
な
る
民
間
委
託
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
は
、「
自
治
体
の
役
割
放
棄

だ
」
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
京
プ
ラ
ン
」
が
市
民
生
活
に
与

え
て
い
る
影
響
に
ふ
れ
る
こ
と
な
く
、「
わ
が

国
屈
指
の
行
財
政
改
革
を
断
行
」「
実
施
計
画

の
総
仕
上
げ
の
来
年
度
、
着
実
に
推
進
し
て
い

く
」「
公
的
役
割
放
棄
と
の
指
摘
は
あ
た
ら
な

い
」
と
開
き
直
り
ま
し
た
。

消
費
税
増
税
に
反
対
し
、中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
、
公
契
約
条
例
の
制
定
を

　
山
中
議
員
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
景
気
が
よ

い
の
は
自
動
車
や
電
気
機
械
、
外
国
人
客
関
連

業
な
ど
だ
け
で
、
京
都
で
も
中
小
零
細
企
業
は

円
安
、
売
り
上
げ
不
振
で
厳
し
い
実
態
に
あ
る

こ
と
を
示
し
、
呼
び
込
み
型
の
企
業
誘
致
策
を

改
め
、
中
小
零
細
企
業
支
援
策
へ
転
換
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
費
税
8
％
へ
の
増
税
が
京
都
経
済

を
悪
化
さ
せ
、
中
小
零
細
企
業
を
窮
地
に
追
い

や
っ
て
い
る
実
態
を
示
し
、
市
長
に
、「
消
費

税
は
必
要
」
と
の
認
識
を
改
め
、
10
％
増
税
の

中
止
を
求
め
よ
と
迫
り
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
京
都
経
済
は
ゆ
る
や
か
な
回

復
基
調
だ
が
、
中
小
企
業
や
家
計
に
は
そ
の
恩

恵
が
十
分
に
は
及
ん
で
い
な
い
」
な
ど
の
認
識

を
示
し
ま
し
た
。
消
費
税
に
つ
い
て
は
、「
国

の
検
討
状
況
を
注
視
し
、
配
慮
を
求
め
て
い

く
」
と
、
増
税
容
認
の
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　
山
中
議
員
は
、
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
に

つ
い
て
、
中
小
企
業
対
策
を
本
気
で
進
め
る
た

め
に
「
他
都
市
の
成
果
と
そ
の
検
証
結
果
、
市

の
取
り
組
み
の
到
達
点
に
つ
い
て
、
市
長
の
認

識
は
ど
う
か
」
と
質
問
。
条
例
制
定
に
着
手

し
、
中
小
企
業
の
悉し

っ
か
い皆

調
査
を
行
う
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
中
議
員
は
、
市
長
公
約
で
あ
る
公

契
約
条
例
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
の
経
営
安
定

と
労
働
者
の
賃
金
底
上
げ
に
資
す
る
条
例
に
す

べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。
理
事
者
は
、「
各
団

体
か
ら
頂
い
た
意
見
で
十
分
検
討
を
加
え
、
来

年
度
の
制
定
を
め
ざ
す
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
根
絶
へ

市
と
し
て
実
態
把
握
の
調
査
を

　
山
中
議
員
は
、
京
都
市
が
雇
用
創
出
担
当
部

長
職
を
2
0
1
4
年
度
に
廃
止
し
た
こ
と
は
雇

用
対
策
の
後
退
だ
と
批
判
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
若
者
を
使
い
つ
ぶ
す
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
や
学

生
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
若
者
の
雇
用
の
現
状
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
、
と
市
長
に
問
い
、

実
態
を
把
握
す
る
調
査
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し

た
。

　
副
市
長
は
、「
長
時
間
労
働
や
使
い
捨
て
の

疑
い
の
あ
る
企
業
に
対
し
て
は
、
労
働
局
、
京

都
府
と
連
携
し
て
実
態
把
握
に
努
め
、
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
根
絶
に
向
け
て
オ
ー
ル
京
都
で
取
り
組

ん
で
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

京
都
駅
周
辺
の
高
さ
・
容
積
率
の

緩
和
は
新
た
な
ま
ち
こ
わ
し

　
京
都
市
が
1
月
に
発
表
し
た
「
駅
周
辺
に
お

け
る
地
域
地
区
の
見
直
し
（
案
）」
で
は
、
広

域
拠
点
と
さ
れ
て
い
る
京
都
駅
周
辺
エ
リ
ア

で
、
高
さ
は
最
大
20
メ
ー
ト
ル
の
地
域
を
31
メ

ー
ト
ル
に
緩
和
し
、
住
居
地
域
を
商
業
地
域
に

見
直
し
、
容
積
率
で
最
大
2
0
0
％
を
6
0
0

％
に
緩
和
す
る
こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
。
山
中
議
員
は
、
こ
の
計
画
は
、
都
市
の
機

能
を
中
心
部
に
誘
導
し
、
再
整
備
す
る
国
の
構

想
そ
の
ま
ま
で
、
京
都
市
の
新
景
観
政
策
に
そ

む
く
も
の
で
あ
り
、
大
企
業
や
投
資
家
の
利
益

優
先
の
開
発
に
つ
な
が
り
、
地
域
住
民
の
利
益

は
失
わ
れ
、
く
ら
し
と
地
域
破
壊
が
進
む
だ
け

で
は
な
い
か
、
と
質
問
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
こ
の
見
直
し
に
よ
り
、
既
存
の

都
市
基
盤
を
最
大
限
活
用
し
た
土
地
利
用
の
誘

導
を
図
り
、
京
都
駅
の
集
客
効
果
を
周
辺
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
」
と
答
弁
し
、
新
た

な
ま
ち
こ
わ
し
を
推
進
す
る
方
向
を
示
し
ま
し

た
。

　
山
中
議
員
は
、
今
年
は
戦
後
70
年
の
節
目
で

あ
り
、
平
和
憲
法
を
守
る
こ
と
の
大
事
さ
が
問

わ
れ
て
い
る
と
し
て
、
市
長
に
対
し
、
日
本
を

戦
争
に
導
く
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
危
険

な
流
れ
を
批
判
し
、
憲
法
擁
護
の
見
解
を
示
す

こ
と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。
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子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
市
政
へ
の
転
換
を

くらた 共子 議員

くらた共子議員は、２月26日に開かれた本会
議で、日本共産党を代表して質問を行いました。

高
す
ぎ
る
国
保
料
の
引
き
下
げ
を

　
く
ら
た
議
員
は
、
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き

下
げ
は
市
民
の
要
求
と
運
動
が
実
っ
た
も
の
だ

が
、
所
得
3
0
0
万
円
の
4
人
世
帯
で
は
依
然

と
し
て
50
万
円
を
超
え
る
負
担
と
な
っ
て
い
る

と
指
摘
。
一
般
会
計
繰
り
入
れ
を
増
額
し
、
さ

ら
な
る
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
国
庫
負
担
率
の

大
幅
引
き
上
げ
を
国
に
求
め
る
よ
う
述
べ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
市
町
村
国
保
の
都
道
府
県
単
位

化
は
、
医
療
費
削
減
を
目
的
と
し
国
保
制
度
を

破
壊
す
る
も
の
で
あ
り
、
反
対
を
表
明
す
べ
き

と
追
及
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
医
療
費
の
一
部
負
担
金
減
免
は
、
保

険
料
の
滞
納
の
有
無
を
問
わ
ず
利
用
対
象
の
拡

大
を
行
う
こ
と
、
短
期
証
や
資
格
証
明
書
の
発

行
を
や
め
、
正
規
の
国
保
証
を
発
行
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。
副
市
長
は
、「
資
格
証
明
書
の

発
行
は
、『
公
平
性
の
観
点
』
か
ら
必
要
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、

市
独
自
の
上
乗
せ
を

　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、
小
学
校
6

年
生
ま
で
の
対
象
が
2
0
1
5
年
9
月
か
ら
中

学
校
3
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　
く
ら
た
議
員
は
、
府
の
助
成
制
度
に
市
独
自

の
上
乗
せ
を
行
い
、
通
院
で
月
3
0
0
0
円
ま

で
の
自
己
負
担
を
な
く
し
、
中
学
校
卒
業
ま
で

の
無
料
化
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
す
で
に
政

令
市
15
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
調
剤
薬
局
の
窓

口
負
担
無
料
化
を
求
め
ま
し
た
。

保
育
の
公
的
責
任
を
果
た
せ

　
く
ら
た
議
員
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
新
制

度
」
で
民
間
保
育
園
の
関
係
者
か
ら
不
安
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
、
保
育
の
安
全
性

が
低
下
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
職
員
の
配
置
基
準
の
引
き
上
げ
を

行
い
、「
プ
ー
ル
制
」
や
特
例
保
育
な
ど
市
独

自
の
補
助
制
度
を
堅
持
す
る
よ
う
求
め
、
保
育

料
を
引
き
上
げ
な
い
よ
う
質
し
ま
し
た
。

「
青
い
と
り
保
育
園
」
の

労
働
者
雇
用
の
継
続
を

　
く
ら
た
議
員
は
、
京
都
市
立
病
院
の
院
内
保

育
所
「
青
い
と
り
保
育
園
」
は
委
託
業
者
が
変

わ
り
、
保
育
定
員
が
増
え
た
の
に
委
託
料
が
減

ら
さ
れ
た
結
果
、
保
育
園
の
職
員
は
１
人
も
残

ら
ず
、
市
長
の
責
任
は
重
大
だ
と
批
判
。
安
全

と
質
の
確
保
の
根
底
と
な
る
保
育
の
継
続
性
に

責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

高
浜
原
発
再
稼
働
の
中
止
を

　
く
ら
た
議
員
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が

「
高
浜
原
発
3
・
4
号
機
の
再
稼
働
は
適
合
」

と
し
た
が
、
住
民
の
避
難
計
画
を
審
査
対
象
と

せ
ず
、
地
震
や
津
波
な
ど
に
よ
る
同
時
多
発
事

故
も
考
慮
し
て
い
な
い
と
批
判
。
市
長
に
、
高

浜
原
発
の
再
稼
働
中
止
を
求
め
る
よ
う
質
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
被
害
を
受
け
る
す
べ
て
の
住
民
と

自
治
体
を
「
地
元
」
と
し
、
安
全
協
定
の
同
意

権
、
立
ち
入
り
調
査
権
な
ど
を
立
地
県
と
同
様

に
す
る
よ
う
追
及
。
避
難
計
画
は
、
国
の
責
任

で
作
成
し
、
再
稼
働
の
判
断
に
加
え
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
電
気
料
金
値
上
げ
中
止
を
関
西
電
力

に
求
め
る
よ
う
追
及
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
住
民
の
理
解
を
得
る
範
囲
は
立

地
自
治
体
に
と
ど
ま
ら
ず
、
原
発
か
ら
5
㎞
圏

や
30
㎞
圏
の
地
域
に
拡
大
す
べ
き
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

西
陣
の
伝
統
・
地
場
産
業
支
援
、

後
継
者
の
育
成
を

　
く
ら
た
議
員
は
、
力
織
機
の
技
術
者
育
成
が

急
務
と
指
摘
。
力
織
機
の
補
修
は
職
人
に
と
っ

て
多
額
の
費
用
で
あ
り
、「
丹
後
織
物
指
導
事

業
補
助
」
な
ど
の
よ
う
な
補
助
制
度
の
創
設
を

と
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
後
継
者
育
成
制
度
の
予
算
を
大
幅

に
増
額
し
、
最
低
賃
金
が
守
ら
れ
る
よ
う
実
態

調
査
を
行
う
こ
と
、
市
の
伝
統
産
業
従
事
者
等

設
備
改
修
助
成
制
度
の
予
算
の
引
き
上
げ
を
求

め
ま
し
た
。
理
事
者
は
、「
賃
金
実
態
調
査
を

行
い
、
助
成
制
度
の
需
要
を
把
握
し
予
算
確
保

に
努
め
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

地
下
鉄
可
動
式
ホ
ー
ム
柵
の

全
駅
設
置
へ

　
昨
年
12
月
、
地
下
鉄
烏
丸
御
池
駅
へ
の
ホ
ー

ム
転
落
防
止
柵
の
設
置
に
つ
づ
き
、
新
年
度
に

は
四
条
駅
、
京
都
駅
で
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
く
ら
た
議
員
は
、
市
民
が
安
心
し
て
利

用
で
き
る
地
下
鉄
と
な
る
よ
う
、
可
動
式
ホ
ー

ム
柵
の
早
期
全
駅
設
置
を
求
め
ま
し
た
。
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高
齢
者
の
生
活
実
態
を
つ
か
み
、医
療
・
介
護
・
く
ら
し
の

後
退
を
招
く
な
。
賀
茂
川
上
流
の
景
観
と
環
境
を
守
れ

玉本 なるみ 議員

玉本なるみ議員は、２月26日に開かれた本会
議で、日本共産党を代表して質問を行いました。

老
人
医
療
費
支
給
制
度
の
拡
充
を

　
玉
本
議
員
は
、
老
人
医
療
費
支
給
制
度
に
つ

い
て
、
現
在
1
割
の
負
担
を
4
月
か
ら
2
割
に

引
き
上
げ
、
対
象
者
を
所
得
税
非
課
税
世
帯
だ

け
に
狭
め
る
提
案
を
批
判
。
年
金
の
引
き
下
げ

な
ど
非
常
に
厳
し
い
く
ら
し
の
中
で
、
病
気
に

な
れ
ば
、
生
活
破
綻
に
な
る
と
指
摘
し
、
市
長

の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
所
得
制

限
を
維
持
し
、
対
象
は
74
歳
ま
で
に
引
き
上
げ

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
見
直
し
は
「
制
度
の
持
続
可
能

性
の
た
め
」
と
述
べ
、「
現
行
制
度
の
ま
ま
対

象
者
を
拡
大
す
る
こ
と
は
到
底
困
難
」
と
冷
た

い
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

介
護
保
険
改
悪
で

サ
ー
ビ
ス
後
退
を
招
く
な

　
玉
本
議
員
は
、
介
護
保
険
制
度
の
改
悪
と
介

護
報
酬
引
き
下
げ
の
影
響
に
つ
い
て
、
利
用
者

や
事
業
者
の
声
を
紹
介
し
て
質
問
。
保
険
料
の

値
上
げ
や
利
用
料
の
負
担
増
、
多
床
室
の
部
屋

代
徴
収
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
困
難
に

す
る
と
指
摘
し
、
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
な

対
策
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
介
護
報
酬
引
き
下
げ
の
影
響
で
事
業

所
が
経
営
困
難
を
理
由
に
閉
鎖
・
廃
業
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
な
対
策
を
求
め
る
と
と
も
に
、

国
に
対
し
て
公
的
介
護
保
障
を
土
台
か
ら
崩
す

改
悪
は
中
止
・
撤
回
す
る
よ
う
強
く
要
望
せ
よ

と
迫
り
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
介
護
報
酬
に
つ
い
て
「
報
酬
改

定
に
伴
う
廃
業
等
の
事
態
は
起
き
な
い
」
な
ど

と
実
態
を
ふ
ま
え
な
い
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

敬
老
乗
車
証
の
見
直
し
は
中
止
せ
よ

　
玉
本
議
員
は
、
敬
老
乗
車
証
に
つ
い
て
現
行

制
度
の
継
続
を
求
め
る
1
万
6
9
0
0
筆
の
署

名
と
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
紹
介
。

1
回
乗
る
た
び
の
負
担
を
強
い
る
制
度
改
悪
の

方
針
は
撤
回
し
、
現
行
制
度
の
継
続
を
強
く
求

め
る
と
と
も
に
、
今
年
9
月
の
更
新
は
現
行
制

度
で
対
応
す
る
の
か
と
質
し
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、「
事
業
者
、
関
係
者
の

理
解
、
シ
ス
テ
ム
開
発
が
必
要
で
あ
り
、
十
分

時
間
を
か
け
て
検
討
す
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

生
活
保
護
制
度
改
悪
の

影
響
に
つ
い
て

　
玉
本
議
員
は
、
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ

は
か
つ
て
な
い
規
模
だ
と
強
調
。
今
年
4
月
に

も
引
き
下
げ
の
予
定
で
あ
り
、
保
護
基
準
の
引

き
下
げ
が
国
民
の
く
ら
し
の
水
準
を
引
き
下
げ

る
こ
と
に
つ
い
て
市
長
の
認
識
を
質
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
7
月
か
ら
は
住
宅
扶
助
費
、
11

月
か
ら
冬
期
加
算
の
減
額
で
は
、
厳
し
い
生
活

を
強
い
ら
れ
る
と
批
判
し
、
生
活
水
準
を
維
持

で
き
る
よ
う
支
援
せ
よ
と
迫
り
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
国
の
社
会
保
障
審
議
会
で
の
検

証
、
物
価
の
下
落
を
反
映
し
た
見
直
し
が
さ
れ

て
い
る
」
と
削
減
を
容
認
し
、「
他
の
福
祉
施

策
に
影
響
し
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

少
人
数
教
育
の
実
現
を

　
財
務
省
が
「
35
人
学
級
は
教
育
的
効
果
が
な

い
」
な
ど
と
暴
論
を
展
開
し
、
教
職
員
定
数
の

増
員
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
玉
本
議
員
は
、
学

校
現
場
が
抱
え
る
問
題
は
年
々
複
雑
化
し
て
お

り
、「
先
生
に
見
て
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
子

ど
も
た
ち
の
声
に
応
え
る
べ
き
と
指
摘
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
教
職
員
の
負
担
を
改
善
す
る
た

め
に
も
、
ま
ず
、
小
学
3
年
生
に
35
人
学
級

を
拡
大
し
、
全
学
年
に
30
人
学
級
を
実
施
す

べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、「
30
人
学
級
を
独
自
に
実
施

す
る
こ
と
は
困
難
」
と
拒
否
し
ま
し
た
が
、

「
教
員
が
子
ど
も
に
向
き
合
う
時
間
の
確
保

に
努
め
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

賀
茂
川
上
流
の
環
境
と
美
し
い

北
山
の
景
観
保
全
を
す
す
め
よ

　
玉
本
議
員
は
、
賀
茂
川
上
流
の
景
観
と
環

境
に
つ
い
て
質
問
。
過
去
に
埋
め
立
て
ら
れ

た
多
く
の
産
業
廃
棄
物
が
、
台
風
や
大
雨
で

川
岸
に
露
出
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
今
後
、

産
廃
処
理
施
設
が
賀
茂
川
上
流
に
許
可
さ
れ
な

い
仕
組
み
を
つ
く
る
べ
き
と
主
張
。
府
の
鴨
川

条
例
で
、
残
土
な
ど
の
埋
め
立
て
は
規
制
さ
れ

て
い
る
は
ず
だ
が
、
実
際
は
産
廃
が
混
じ
っ
た

残
土
を
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
等
で
作
業
す
る
実
態
が

あ
る
と
指
摘
。
産
廃
な
ど
は
置
か
せ
な
い
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
現
在
残
っ
て
い
る
上
村
組

の
廃
棄
物
の
撤
去
、
ま
た
、
景
観
上
、
ト
タ
ン

塀
な
ど
も
な
く
し
、
清
流
と
と
も
に
美
し
い
北

山
の
景
観
を
守
る
取
り
組
み
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
産
廃
処
理
施
設
は
今
後
設
置

を
許
可
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
約
束
。
一
時
保

管
に
つ
い
て
「
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
」、

ト
タ
ン
塀
に
つ
い
て
も
「
景
観
に
配
慮
す
る

よ
う
強
く
求
め
る
」、
上
村
組
の
廃
棄
物
の
撤

去
、
違
反
建
築
物
に
つ
い
て
「
指
導
・
監
視
を

継
続
す
る
」
と
答
弁
、
環
境
と
景
観
保
全
に
厳

し
い
姿
勢
で
臨
む
立
場
を
示
し
ま
し
た
。

賀
茂
川
上
流
域
の
ト
タ
ン
塀

下
は
森
林
組
合
の
木
材
の
ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
。
こ
の
よ
う
に
景
観

に
考
慮
し
た
も
の
に
変
更
さ
せ
て
い
く
よ
う
求
め
ま
し
た
。
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北　　区 上 京 区 下 京 区

井坂 博文
☎︵₄₁₁︶₈₆₉₃

玉本なるみ
☎︵₇₂₃︶₃₆₈₉

くらた共子
☎︵₈₁₃︶₂₁₁₇

山中　 渡
☎︵₃₆₁︶₃₄₃₃

南　　区 左 京 区

井上けんじ
☎︵₆₉₁︶₃₃₂₃

加藤 あい
☎︵₇₁₂︶₀₁₀₄

ひぐち英明
☎︵₇₈₁︶₆₆₂₂

とがし 豊
☎︵₇₇₁︶₇₈₄₇

右 京 区 山 科 区 西 京 区 伏 見 区

西村よしみ
☎︵₈₆₄︶₂₀₀₉

北山ただお
☎︵₅₀₁︶₆₁₉₇

河合ようこ
☎︵₃₉₂︶₃₅₄₆

西野さち子
☎︵₅₇₁︶₅₇₃₁

　
1
月
～
2
月
に
か
け
て
、

「
駅
周
辺
に
お
け
る
地
域
地

区
の
見
直
し
（
案
）」
に
つ
い

て
の
市
民
意
見
募
集
が
行
わ

れ
、
5
回
の
説
明
会
も
開
催

さ
れ
た
。「
見
直
し
（
案
）」

は
、
京
都
市
が
目
指
す
「
エ

コ
・
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
構

造
」
に
向
け
て
用
途
地
域
を

変
更
し
、
容
積
率
や
高
さ
を

緩
和
し
よ
う
と
す
る
も
の
▼

説
明
会
の
中
で
は
、
京
都
駅

周
辺
で「
高
さ
規
制
」を
緩
和

す
る
こ
と
や
、
駅
周
辺
に
都

市
機
能
の
集
積
を
は
か
る
こ

と
で
格
差
が
拡
大
す
る
こ
と

へ
の
危
惧
の
声
が
強
く
出
さ

れ
て
い
た
。
情
報
公
開
請
求

に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
73
通

の
「
市
民
意
見
」
で
も
、「
京

都
市
の
新
景
観
政
策
に
逆
行

す
る
も
の
」
な
ど
、「
見
直

し
（
案
）」
を
危
惧
す
る
声

が
少
な
く
な
い
▼
時
を
同
じ

く
し
て
、
京
都
駅
周
辺
で
の

ホ
テ
ル
建
て
替
え
計
画
、
京

都
国
際
ホ
テ
ル
跡
地
へ
の
ホ

テ
ル
誘
致
を
求
め
る
市
の
異

例
の
要
望
な
ど
が
新
聞
紙
上

を
賑
わ
せ
、
経
済
界
か
ら
は

「
高
さ
規
制
」の
さ
ら
な
る
緩

和
を
求
め
る
声
が
公
然
と
出

さ
れ
て
い
る
。
京
都
市
の
新

景
観
政
策
と
ま
ち
づ
く
り
が
、

重
大
な
新
局
面
を
迎
え
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

 

（
吉
田
源
一
）

岩橋ちよみ
  （右京区）

宮田えりこ
  （山科区）

長
い
間
の
ご
支
援
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

今期の勇退議員

［
団
長
談
話
］  

京
都
市
の
国
民
健
康
保
険
料
引
き
下
げ
提
案
に
つ
い
て

︵
15
年
2
月
5
日
︶

［
団
長
見
解
］  

₂
₀
₁
₅
年
度
京
都
市
予
算
案
の
発
表
に
あ
た
っ
て

︵
15
年
2
月
13
日
︶

［
申
し
入
れ
］  

消
防
分
団
器
具
庫
に
あ
る
テ
レ
ビ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
負

担
に
つ
い
て︵
15
年
2
月
20
日
︶

全
文
は
、
市
議
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新着情報
（見解・声明など）
新着情報

New


